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18  専攻分野別  大学院   入学状況  ( 3 - 1 )

1   修 士 課 程

       計 国 立 公 立 私 立

区 分 入 学 志 願 者 入    学    者 入 学 志 願 者 入 学 志 願 者 入    学    者 入 学 志 願 者 区 分

計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女

令 和 元 年 度 117,296 75,603 41,693 72,574 50,528 22,046 66,195 46,470 19,725 42,615 31,517 11,098 7,417 4,471 2,946 4,862 3,085 1,777 43,684 24,662 19,022 25,097 15,926 9,171 令 和 元 年 度

令 和 2 年 度 117,869 75,420 42,449 71,954 49,861 22,093 65,204 45,524 19,680 41,748 30,667 11,081 7,593 4,468 3,125 5,000 3,134 1,866 45,072 25,428 19,644 25,206 16,060 9,146 令 和 2 年 度

人 　文 　科 　学 9,046 3,428 5,618 4,035 1,566 2,469 2,947 1,150 1,797 1,333 530 803 298 109 189 164 61 103 5,801 2,169 3,632 2,538 975 1,563 人 　文 　科 　学
文 学 1,349 438 911 643 221 422 127 43 84 75 28 47 107 30 77 70 20 50 1,115 365 750 498 173 325 文 学
史 学 472 286 186 266 149 117 52 32 20 31 19 12 14 6 8 9 5 4 406 248 158 226 125 101 史 学
哲 学 2,289 804 1,485 964 354 610 18 5 13 10 2 8 17 4 13 11 1 10 2,254 795 1,459 943 351 592 哲 学
そ の 他 4,936 1,900 3,036 2,162 842 1,320 2,750 1,070 1,680 1,217 481 736 160 69 91 74 35 39 2,026 761 1,265 871 326 545 そ の 他

社　 会　 科 　学 18,731 9,176 9,555 6,305 3,481 2,824 5,879 3,040 2,839 1,773 986 787 1,026 511 515 392 217 175 11,826 5,625 6,201 4,140 2,278 1,862 社　 会　 科 　学
法 学 ・ 政 治 学 2,242 1,173 1,069 970 515 455 544 303 241 221 105 116 40 21 19 16 8 8 1,658 849 809 733 402 331 法 学 ・ 政 治 学
商 学 ・ 経 済 学 11,760 5,939 5,821 3,584 2,112 1,472 3,641 1,861 1,780 970 553 417 774 403 371 279 164 115 7,345 3,675 3,670 2,335 1,395 940 商 学 ・ 経 済 学
社 会 学 1,794 619 1,175 558 221 337 189 99 90 76 41 35 50 21 29 28 12 16 1,555 499 1,056 454 168 286 社 会 学
そ の 他 2,935 1,445 1,490 1,193 633 560 1,505 777 728 506 287 219 162 66 96 69 33 36 1,268 602 666 618 313 305 そ の 他

理   　　　　　学 9,109 7,056 2,053 6,254 4,804 1,450 6,388 5,004 1,384 4,244 3,277 967 797 576 221 571 414 157 1,924 1,476 448 1,439 1,113 326 理   　　　　　学
数 学 1,610 1,458 152 1,013 929 84 1,184 1,084 100 707 655 52 58 52 6 37 36 1 368 322 46 269 238 31 数 学
物 理 学 1,967 1,714 253 1,173 1,034 139 1,296 1,138 158 715 631 84 121 106 15 71 64 7 550 470 80 387 339 48 物 理 学
化 学 1,122 832 290 815 608 207 604 459 145 418 319 99 85 58 27 55 38 17 433 315 118 342 251 91 化 学
生 物 762 459 303 582 357 225 482 298 184 350 222 128 155 87 68 128 70 58 125 74 51 104 65 39 生 物
地 学 502 392 110 363 283 80 494 384 110 356 276 80 － － － － － － 8 8 － 7 7 － 地 学
原 子 力 理 学 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 原 子 力 理 学
そ の 他 3,146 2,201 945 2,308 1,593 715 2,328 1,641 687 1,698 1,174 524 378 273 105 280 206 74 440 287 153 330 213 117 そ の 他

工   　　　　　学 40,263 34,432 5,831 30,617 26,321 4,296 25,306 21,895 3,411 18,903 16,440 2,463 2,386 2,023 363 1,863 1,593 270 12,571 10,514 2,057 9,851 8,288 1,563 工   　　　　　学
機 械 工 学 4,792 4,456 336 3,763 3,512 251 2,313 2,141 172 1,707 1,593 114 276 263 13 220 210 10 2,203 2,052 151 1,836 1,709 127 機 械 工 学
電 気 通 信 工 学 8,862 8,006 856 6,560 5,988 572 5,236 4,714 522 3,697 3,383 314 537 496 41 457 423 34 3,089 2,796 293 2,406 2,182 224 電 気 通 信 工 学
土 木 ・ 建 築 工 学 3,745 2,795 950 2,862 2,153 709 1,544 1,187 357 1,139 893 246 104 78 26 87 66 21 2,097 1,530 567 1,636 1,194 442 土 木 ・ 建 築 工 学
応 用 化 学 2,923 2,347 576 2,480 1,998 482 1,539 1,253 286 1,331 1,093 238 209 167 42 182 146 36 1,175 927 248 967 759 208 応 用 化 学
応 用 理 学 259 240 19 172 160 12 214 201 13 137 129 8 － － － － － － 45 39 6 35 31 4 応 用 理 学
原 子 力 工 学 148 130 18 128 111 17 96 87 9 83 75 8 13 11 2 10 8 2 39 32 7 35 28 7 原 子 力 工 学
鉱 山 学 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 鉱 山 学
金 属 工 学 31 28 3 29 26 3 31 28 3 29 26 3 － － － － － － － － － － － － 金 属 工 学
繊 維 工 学 196 155 41 168 130 38 196 155 41 168 130 38 － － － － － － － － － － － － 繊 維 工 学
船 舶 工 学 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 船 舶 工 学
航 空 工 学 420 376 44 288 261 27 335 308 27 231 215 16 58 47 11 40 34 6 27 21 6 17 12 5 航 空 工 学
経 営 工 学 394 289 105 286 213 73 99 90 9 79 71 8 4 2 2 4 2 2 291 197 94 203 140 63 経 営 工 学
工 芸 学 48 33 15 35 26 9 － － － － － － － － － － － － 48 33 15 35 26 9 工 芸 学
そ の 他 18,445 15,577 2,868 13,846 11,743 2,103 13,703 11,731 1,972 10,302 8,832 1,470 1,185 959 226 863 704 159 3,557 2,887 670 2,681 2,207 474 そ の 他

農   　　　　　学 4,756 2,944 1,812 3,798 2,370 1,428 3,915 2,425 1,490 3,113 1,951 1,162 184 113 71 148 91 57 657 406 251 537 328 209 農   　　　　　学
農 学 1,209 740 469 964 593 371 1,052 635 417 831 505 326 35 24 11 26 17 9 122 81 41 107 71 36 農 学
農 芸 化 学 177 100 77 131 72 59 65 36 29 43 22 21 6 3 3 6 3 3 106 61 45 82 47 35 農 芸 化 学
農 業 工 学 148 130 18 116 104 12 122 114 8 94 89 5 － － － － － － 26 16 10 22 15 7 農 業 工 学
農 業 経 済 学 99 53 46 72 42 30 81 44 37 55 34 21 － － － － － － 18 9 9 17 8 9 農 業 経 済 学
林 学 100 65 35 73 54 19 91 59 32 67 49 18 － － － － － － 9 6 3 6 5 1 林 学
林 産 学 － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － － 林 産 学
獣 医 学 畜 産 学 153 75 78 120 55 65 107 50 57 86 39 47 － － － － － － 46 25 21 34 16 18 獣 医 学 畜 産 学
水 産 学 460 305 155 370 252 118 418 276 142 339 230 109 8 6 2 8 6 2 34 23 11 23 16 7 水 産 学
そ の 他 2,410 1,476 934 1,952 1,198 754 1,979 1,211 768 1,598 983 615 135 80 55 108 65 43 296 185 111 246 150 96 そ の 他

保   　　　　　健 7,236 3,105 4,131 5,424 2,446 2,978 3,180 1,502 1,678 2,326 1,151 1,175 1,059 373 686 830 295 535 2,997 1,230 1,767 2,268 1,000 1,268 保   　　　　　健
医 学 917 472 445 665 351 314 527 257 270 346 174 172 90 50 40 73 39 34 300 165 135 246 138 108 医 学
歯 学 29 5 24 28 5 23 16 3 13 15 3 12 3 1 2 3 1 2 10 1 9 10 1 9 歯 学
薬 学 1,256 838 418 1,057 710 347 758 527 231 627 442 185 96 64 32 83 55 28 402 247 155 347 213 134 薬 学
そ の 他 5,034 1,790 3,244 3,674 1,380 2,294 1,879 715 1,164 1,338 532 806 870 258 612 671 200 471 2,285 817 1,468 1,665 648 1,017 そ の 他

商   　　　　　船 26 21 5 20 16 4 26 21 5 20 16 4 － － － － － － － － － － － － 商   　　　　　船
商 船 学 26 21 5 20 16 4 26 21 5 20 16 4 － － － － － － － － － － － － 商 船 学

家   　　　　　政 515 96 419 375 65 310 91 8 83 61 5 56 144 47 97 102 32 70 280 41 239 212 28 184 家   　　　　　政
家 政 学 4 － 4 4 － 4 － － － － － － － － － － － － 4 － 4 4 － 4 家 政 学
食 物 学 212 51 161 190 44 146 44 8 36 36 5 31 34 14 20 31 12 19 134 29 105 123 27 96 食 物 学
被 服 学 27 3 24 18 1 17 － － － － － － － － － － － － 27 3 24 18 1 17 被 服 学
住 居 学 55 － 55 34 － 34 38 － 38 22 － 22 － － － － － － 17 － 17 12 － 12 住 居 学
児 童 学 14 － 14 8 － 8 － － － － － － － － － － － － 14 － 14 8 － 8 児 童 学
そ の 他 203 42 161 121 20 101 9 － 9 3 － 3 110 33 77 71 20 51 84 9 75 47 － 47 そ の 他

教   　　　　　育 4,210 1,810 2,400 2,361 1,073 1,288 2,927 1,211 1,716 1,603 692 911 36 11 25 30 10 20 1,247 588 659 728 371 357 教   　　　　　育
教 育 学 2,340 881 1,459 1,136 439 697 1,680 661 1,019 815 333 482 25 7 18 20 6 14 635 213 422 301 100 201 教 育 学
教 員 養 成 1,451 642 809 917 425 492 1,220 529 691 770 347 423 11 4 7 10 4 6 220 109 111 137 74 63 教 員 養 成
体 育 学 395 280 115 292 203 89 27 21 6 18 12 6 － － － － － － 368 259 109 274 191 83 体 育 学
そ の 他 24 7 17 16 6 10 － － － － － － － － － － － － 24 7 17 16 6 10 そ の 他

芸   　　　　　術 5,767 2,024 3,743 2,083 699 1,384 1,398 554 844 444 167 277 698 219 479 345 109 236 3,671 1,251 2,420 1,294 423 871 芸   　　　　　術
美 術 1,281 426 855 452 151 301 195 79 116 70 25 45 286 87 199 128 40 88 800 260 540 254 86 168 美 術
デ ザ イ ン 1,483 516 967 319 121 198 168 62 106 35 14 21 116 41 75 52 17 35 1,199 413 786 232 90 142 デ ザ イ ン
音 楽 1,103 345 758 650 188 462 331 122 209 104 40 64 131 26 105 67 14 53 641 197 444 479 134 345 音 楽
そ の 他 1,900 737 1,163 662 239 423 704 291 413 235 88 147 165 65 100 98 38 60 1,031 381 650 329 113 216 そ の 他

そ 　　の  　　他 18,210 11,328 6,882 10,682 7,020 3,662 13,147 8,714 4,433 7,928 5,452 2,476 965 486 479 555 312 243 4,098 2,128 1,970 2,199 1,256 943 そ 　　の  　　他
自 然 科 学 3,376 2,486 890 2,413 1,771 642 2,238 1,624 614 1,525 1,100 425 118 75 43 88 52 36 1,020 787 233 800 619 181 自 然 科 学
社 会 ・ 自 然 科 学 762 462 300 441 270 171 467 305 162 271 179 92 97 64 33 79 52 27 198 93 105 91 39 52 社 会 ・ 自 然 科 学
人 文 ・ 社 会 科 学 2,604 938 1,666 1,100 398 702 1,038 381 657 470 181 289 312 100 212 105 32 73 1,254 457 797 525 185 340 人 文 ・ 社 会 科 学
そ の 他 11,468 7,442 4,026 6,728 4,581 2,147 9,404 6,404 3,000 5,662 3,992 1,670 438 247 191 283 176 107 1,626 791 835 783 413 370 そ の 他

1. この表は,大学院研究科の｢入学志願者｣及び｢入学者｣を,入学志願または入学した専攻分野により分類(付属資料－学科系統分類表による。)したものである。

2. 入学志願者数は,入学志願した者のすべてを計上したものである。

3. 入学者数には,5月1日現在在籍しない者は含まない。
4. ｢修士課程｣には,修士課程及び博士前期課程(医歯学,薬学(修業年限4年),獣医学関係以外の一貫制課程の1・2年次の課程を含む。)の入学志願者,入学者が含まれる。

入    学    者     入    学    者

【資料１】
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大学院アンケート①-A 集計結果 

対象者 

2014-2019 年度臨床実習派遣先 リハビリテーション科スタッフ 

（理学療法士、作業療法士、言語聴覚士） 

調査期間 2019 年 10 月～2020 年 3 月 

調査方法 郵送によるアンケート送付 

回答者数 630 件（246 施設 1,230 件に郵送）回収率 51.4％ 

【アンケート結果】 

１．性別 

■ ① 男  369 58.6% 

■ ② 女    260 41.3% 

■ 未回答 1 0.2% 

計 630  

 

 

 

２．資格について 

■ ① 理学療法士 341 54.1% 

■ ② 作業療法士 210 33.3% 

■ ③ 言語聴覚士 78 12.4% 

■ 未回答 1 0.2% 

計 630  
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0.2%

54.1%33.3%

12.4%

0.2%

【資料２】 
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３．経験年数について 

■ ① 4 年未満 157 24.9% 

■ ② 4 年以上～10 年以内 196 31.1% 

■ ③ 10 年以上 276 43.8% 

■ 未回答 1 0.2% 

計 630  

 

 

 

 

 

４．出身学校について 

■ ① 専門学校 354 56.2% 

■ ② 大学 247 39.2% 

■ ③ 大学院修士課程 20 3.2% 

■ ④ 大学院博士課程 2 0.3% 

■ 未回答 7 1.1% 

計 630  

 

 

  

24.9%

31.1%

43.8%

0.2%

56.2%

39.2%

3.2% 0.3% 1.1%
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５．社会人を対象とする大学院（修士課程・大学は問わず）への進学希望はありますか？ 

■ ① ぜひ進学したい 14 2.2% 

■ ② 機会があれば進学し

たい 
56 8.9% 

■ ③ 必要を感じた場合に

は進学したい 
175 27.8% 

■ ④ 夜間や土日など仕事

と勉学が両立できれば

進学したい 

79 12.5% 

■ ⑤ 進学は考えていない 302 47.9% 

■ 未回答 4 0.6% 

計 630  

 

 

 

６．設問 5 で①～④を選んだ方へ質問です。下記より理由を選んでください。(複数回答可) 

■ ① 研究に取り組み、専門性を深

めたいから    

 

■ ② 高度専門職業人として知識・

技術を身につけたいから   

 

■ ③ 研究機関などでの研究職に

就きたいから    

 

■ ④ 大学等の教員になりたいか

ら 

 

■ ⑤ その他への就職に有利にな

るから 

 

■ ⑥ 学位（修士号）が欲しいから 

 

■ ⑦ 周りに勧められたから 

 

■ ⑧ その他 

 

 

その他の内訳 

 研究費が取得しやすい  1 

 キャリアアップ昇給  1 

 未回答 17 

2.2%

8.9%

27.8%

12.5%

47.9%

0.6%
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７．大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可） 

■ ① 研究・指導内容    

 

■ ② 学費   

 

■ ③ 奨学金制度    

 

■ ④ 資格 

 

■ ⑤ 施設・環境 

 

■ ⑥ 通学等の利便性 

 

■ ⑦ その他 

 
 

その他の内訳 

仕事や家庭との両立 11 

指導教員 3 

時間 2 

内容 1 

生活維持 1 

保険点数が請求できること 1 

未回答 1 
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８-a．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある 24 3.8% 

■ ② ある 253 40.2% 

■ ③ ない 332 52.7% 

■ 未回答 21 3.3% 

計 630  

 

 
 

 

 

９-a．問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。 

■ ① ぜひ進学したい 4 1.4% 

■ ② 進学したい 69 24.9% 

■ ③ 進学は考えていない 195 70.4% 

■ 未回答 9 3.2% 

計 277  
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【進学希望者（設問５で①～④と回答した者）のみ抽出】 

８-b．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある 20 6.2% 

■ ② ある 178 54.9% 

■ ③ ない 123 38.0% 

■ 未回答 3 0.9% 

計 324  

 

 
 

 

 

9-b．問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。 

■ ① ぜひ進学したい 4 2.0% 

■ ② 進学したい 67 33.8% 

■ ③ 進学は考えてい

ない 
120 60.6% 

■ 未回答 7 3.5% 

計 198  
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１０．その他、自由に記載してください。 

・大学院には以前から興味はあるが、貴大学院は自分が移住している地域からの交通が不便であるため通学は厳しい

と思われます。通う頻度が少なければ候補にはあがってくると思います。自分にとって仕事との両立は絶対条件と

なります。 

・私の場合、学費や交通の便から進学は考えていませんが、認知症に関する講義は需要が高くなっていくと思うので

興味深いとは思います。 

・進学はしたいが経済的に難しい 

・大学院のシステムはよくわかりませんが、通う人が知り合いでいるので気になっています。 

・運動器系の学部があれば検討してみたい 

・指導内容や今後の展望など、細かな事が分かれば前向きに考えられると思います 

・仕事の両立と学費が大きな問題です。子どもが 3 人いると自分にお金を費やせない 

・国公立大学院以外では学費・知名度などで魅力を感じません 

・修士課程修了済みです 

・今のところ進学は考えていないが、勤務との調整がつけば考えたい 

・超高齢社会となり患者様がどんどん高齢になっています。働く私たちも息の長い経験と年齢を重ねたことが強みに

なるような、60 歳を超えても活躍できる職場環境や認識がなされるといいなと思います。 

・現在は進学については考えていませんが、考え方が変われば可能性はあると思います 

・仕事と学業を両立させるためには、アクセスが重要と考えます 

・専門士でも大学院への進学は可能でしょうか。先に大学卒業の資格をとる必要があるでしょうか 

・就職したばかりで経験年数もないため、両立ができることが前提となります。また個人的な理由により、学費を懸念

しているため現実的には難しいと考えます 

・現状の生活の中、大学院へ行くことは難しく思ってしまいますが、大学院でどのようなことを学び、仕事の待遇など

にどのように影響するのか興味はあります。 

・貴校ＯＢの者です。このような取り組み非常に嬉しく思います。就業しながらの通学（時間割など）について不安が

あるので、機会がありましたら詳細について情報提示お待ち致しております。 

・時間的制約を考えると難しい部分がでてきます。身近なものとして考えることができない状況です。 

・学べる環境があるのであれば、学ばせて欲しい。ただ、家庭との両立が重要と考えるので、そのあたりをしっかり教

えてもらいたいです。 

・関西圏の大学院で ST がいける所の一覧などがあれば探すのに便利だと感じています。関西には ST に特化した大学

院が少ないため、ST の一部分をカバーする大学院は色々ありますが専門が少ないため。 

・就職後の貯金を考慮するとすぐに大学院へは行きにくく、両立のための環境があれば進学をしたいと考えます。 

・今のところ進学は考えていないが、機会があれば（自分の時間・お金など都合つけば）また内容によって進学等も考

えたい。 

・現在、大阪河﨑リハビリテーション大学の教員で研究活動を行っている方はいますか。そのような方がいないので

あれば、教職員を刷新する必要があると思います。何故この時期に、大学院を開設するのか。そのような責を担うの

は、貴大学である必要があるのか、甚だ疑問です。 

・個人的に学業と現在の仕事との両立は困難なので進学という選択はないですが、関心のある専攻内容でかつ業務に

支障のない程度の学業であれば選択肢に入るかもしれないです 

・大学院に興味があるが、仕事と家庭と勉強の 3 つは難しいだろうなと思います 

・通信制の大学院であれば興味あり 

・医療現場と研究機関が協力できる環境が整って高度な知識・技術が患者さんに提供できれば良いことだと思います 

・どのような方向性となるのでしょうか？ 

・現状況、社会人から進学する事でのメリットを詳しく知りたい、内容次第 

・すぐ進学したいかと問われると課題は多いと考えます 

・認知ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科学という分野の詳細がはっきりとわからないので、現段階では関心があるともないとも言えない

です 

・認知ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝという学科専攻はリハビリに大きく関係しており興味深く感じた。 

・7 の重視することが満足いくものであればぜひ進学したいのですが、やはり仕事と両立できるかどうかも気になる

ところです。開設される際は内容の詳細を早めに詳しく知りたいです。 

・状況によっては進学したい 
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・他県の為、通学できないのですみません。 

・ST になったのが遅くすでに 40 歳を超えています。いまから大学院へという気持ちはなかなか起こりにくいです 

・時間や体力を考えると、進学という選択は今は想像できないです 

・難易度が高いですね 

・子供がいる女性にも通いやすいような、web 授業や通信などを利用できるとよいと思います。少し場所が離れてい

るので、サテライトがあるとよい。 

・進学については、研究の内容による。 

・まだ年数が浅く、自分が何を研究したい等は全く見えませんが、時間の問題（授業に間に合うか）等がクリアできた

ら、行ってみたいなと考えたことはあります。 

・今までどのような研究の実績があるのか知りたい。そこに興味が持てたら進学を考えたい。 

・専門学校卒でも修士取れるのですか？ 

・学位を取得してもなかなか給与の反映に繋がりにくい。 

・大学院で学びたい気持ちはありますが、現在の状況（家庭など）では難しいところです。 

・大学院進学には学士の資格が必要ではないですか？短大や専門学校の卒業資格で進学が可能となるのですか？ 

・家が遠いので、通学が難しいのが残念です。 

・研究を続けたいが院へ進学するイメージの為、臨床へ出た人が再度入学するのは狭き門のイメージです 

・もし開設されるのであれば、ぜひ話をうかがってみたいと思いました。 

・詳細の分かる資料があれば拝見してみたいと思います。特に受験資格や受験内容が気になります。 

・関心はありますが、仕事と両立できるかを考え検討します。 

・働きながら通うことができるか？学費はいくらかかるか？どのような内容なのか？が重要であると思います。個人

的には、リハビリ機器の開発など工学的な知識をつけたい。 

・あらたに保険点数が請求できなければ意味がなく必要性に欠ける。 

・和歌山から通うとすると車を持っていないので、電車になります、バスがあるとして、最寄りからバスが定時にしか

出ないとなると、やはり遅れた場合などに通えない。バスがそもそもなければ、それこそ通えないです。別キャンパ

ス（どこかの会議室とか）ならと思いました。 

・現在は育児や家事にて進学は考えられないが、大学院の制度があれば視野が広がるのですすめて欲しい。 

・博士課程も今後検討していただければ幸いです。 

・内部障害の学科を開設して頂けると通学しやすいのでお願いします。 

・自分の仕事と現在の生活を考えた上で、選択し、進学を考えたい 

・河﨑リハビリテーション大学の将来に、大学院設置が必要ではないと思う。日頃の教育水準と大学入学の偏差値を

あげることに、まず取り組んでいただきたい。大学の地元で生まれ育った卒業生として申し上げます。 
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大 河 大 第  6  号 

                           令和元年 10 月 8 日  

  

理学療法士・作業療法士・言語聴覚士 各位  

  

                         大阪河﨑リハビリテーション大学                            

学長 亀井一郎 

大学院設置準備委員会委員長 

武田雅俊 

(公印省略) 

                                                        

  

 大阪河﨑リハビリテーション大学大学院研究科認知リハビリテーション科学専攻設置

に向けての アンケートについて（ご依頼）  

  

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。   

平素より本学の教育活動における実習生の受入、就職活動に格別なご支援ご高配を賜り

厚く御礼申し上げます。   

さて、現代の健康・医療分野の高度な社会システムの構築や産業構造に対して、理学療法、

作業療法、及び、言語聴覚療法に関するより高度な専門職業人を養成するため、本学では医

療保健学部の理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻を基礎とした大学院研究科

認知リハビリテーション科学専攻の設置に向け、現在準備しているところであります。  

つきましては、大変お忙しいところ誠に申し訳ありませんが、設置の趣旨をご理解いただ

き、別紙「アンケート」にご協力くださるようよろしくお願いします。  

なお、「アンケート」につきましては、返信用封筒に入れ、11 月 29 日（金）までにご返

送くださるよう併せてお願いします。  

 

謹白 

 

 

 

 

 

 

 

学生確保資料－11



大学院進学需要に関するアンケート調査 ①-A 

（理学療法士・作業療法士・言語聴覚士へのアンケート） 

  

1. 性別について     ① 男    ② 女  

2. 資格について     ① 理学療法士    ② 作業療法士   ③言語聴覚士 

3. 経験年数について            ① 4 年未満    ② 4 年以上～10 年以内    ③ 10 年以上    

4. 出身学校について  ①専門学校 ②大学 ③大学院修士課程 ④大学院博士課程 

 

1. 社会人を対象とする大学院（修士課程・大学は問わず）への進学希望はありますか？  

① ぜひ進学したい    ② 機会があれば進学したい ③ 必要を感じた場合には進学したい 

④ 夜間や土日など仕事と勉学が両立できれば進学したい ⑤ 進学は考えていない  

 

6.  設問 5 で①～④を選んだ方へ質問です。下記より理由を選んでください。(複数回答可)   

① 研究に取り組み、専門性を深めたいから   ② 高度専門職業人として知識・技術を身に

つけたいから   ③ 研究機関などでの研究職に就きたいから   ④ 大学等の教員になりた

いから   ⑤ その他への就職に有利になるから   ⑥ 学位（修士号）が欲しいから   ⑦ 周

りに勧められたから   ⑧ その他  

 

7.大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可）    

① 研究・指導内容    ② 学費      ③ 奨学金制度    ④ 資格   ⑤ 施設・環境       

⑥ 通学等の利便性    ⑦ その他（                                          ）  

 

8.河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設され

るとしたら、興味・関心は ありますか？ ① 大いにある    ② ある    ③ ない  

  

9.問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。               

① ぜひ進学したい  ② 進学したい  ③ 進学は考えていない  

  

10 その他、自由に記載してください。                                       

                                          

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                   

                                          

以上です。ご協力ありがとうございました。 
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大学院アンケート①-B 集計結果 

対象者 

2019 年度 本学卒業生 

（理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻） 

調査期間 2020 年 3 月 

調査方法 学生に配布・回収 

回答者数 74 人（98 人に配布）回収率 75.5％ 

【アンケート結果】 

１．性別 

■ ① 男  44 59.5% 

■ ② 女    30 40.5% 

■ 未回答 0 0.0% 

計 74  

 

 
 

２．専攻について 

■ ① 理学 32 43.2% 

■ ② 作業 28 37.8% 

■ ③ 言語 14 18.9% 

■ 未回答 0 0.0% 

計 74  

 

 

59.5%

40.5%

0.0%

43.2%

37.8%

18.9%

【資料３】 
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３．社会人を対象とする大学院（修士課程・大学は問わず）への進学希望はありますか？ 

■ ① ぜひ進学したい 4 5.4% 

■ ② 機会があれば進学し

たい 
16 21.6% 

■ ③ 必要を感じた場合に

は進学したい 
21 28.4% 

■ ④ 夜間や土日など仕事

と勉学が両立できれ

ば進学したい 

2 2.7% 

■ ⑤ 進学は考えていない 31 41.9％ 

計 74  
 

 

 

４．設問 3 で①～④を選んだ方への質問です。下記より理由を選んでください。 

■ ① 研究に取り組み、専

門性を深めたいから 
10 23.3% 

■ ② 高度専門職業人とし

て知識・技術を身に

つけたいから 

15 34.9% 

■ ③ 研究機関などでの研

究職に就きたいから 
0 0.0% 

■ ④ 大学等の教員になり

たいから 
2 4.7% 

■ ⑤ 就職に有利になるか

ら 
2 4.7% 

■ ⑥ 学位（修士号）が欲

しいから 
5 11.6% 

■ ⑦ 周りに勧められたか

ら 
0 0.0% 

■ ⑧ その他 7 16.3% 

■ 未回答 2 4.7% 

計 43  
 

 

その他の内訳 

 スキルアップや必要な知識を学ぶ必要があると感

じる場合 
 1 

 未回答 6 

5.4%

21.6%

28.4%

2.7%

41.9%

23.3%

34.9%

0.0%

4.7%

4.7%

11.6%

0.0%

16.3%

4.7%
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５．大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可） 

■ ① 研究・指導内容    

 

■ ② 学費   

 

■ ③ 奨学金制度    

 

■ ④ 資格 

 

■ ⑤ 施設・環境 

 

■ ⑥ 通学等の利便性 

 

■ ⑦ その他 
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６-a．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある 6 8.2% 

■ ② ある 28 38.4% 

■ ③ ない 35 47.9% 

■ 未回答 4 5.5% 

計 73  

 

 

 

 

７-a．設問 6 で①および②を選ばれた方への質問です。 

■ ① ぜひ進学したい 3 8.8% 

■ ② 進学したい 14 41.2% 

■ ③ 進学は考えていない 16 47.1% 

■ 未回答 1 2.9% 

計 34  
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【進学希望者（設問 3 で①～④と回答した者）のみ抽出】 

６-b．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

 

■ ① 大いにある 6 14.0% 

■ ② ある 22 51.2% 

■ ③ ない 15 34.9% 

■ 未回答 0 0.0% 

計 43  

 

 

 

７-b．設問 6 で①および②を選ばれた方への質問です。 

【進学希望者（設問 3 で①～④と回答した者）のみ抽出】 

■ ① ぜひ進学したい 3 10.7% 

■ ② 進学したい 13 46.4% 

■ ③ 進学は考えてい

ない 
11 39.3% 

■ 未回答 1 3.6% 

計 28  
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８．その他、自由に記載してください。 

・具体的なことを知らないので何とも言えない。 

・レベルが高いと感じれば、ぜひ進学したい。 

・がんばって下さい。 

・慣れた空気・空間で学びやすそう。 

・現在取り組まれている”つげさん元気アップ教室”を継続し、地域との連携を深められるような活動ができる学科の

設置を検討してほしいです。 

・教員を目指すには必要であるから 
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令和元年 8 月 1 日  

  

大阪河﨑リハビリテーション大学卒業生 各位   

  

                         大阪河﨑リハビリテーション大学                            

学長 亀井一郎 

大学院設置準備委員会委員長 

武田雅俊 

                                                         

  

  

  大阪河﨑リハビリテーション大学大学院研究科認知リハビリテーション科学専攻設置

に向けての アンケートについて（ご依頼）  

  

 本学では、理学療法、作業療法、及び、言語聴覚療法に関するより高度な専門職業人を

養成するため、医療保健学部の理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻を基礎と

した大学院研究科認知リハビリテーション科学専攻の設置に向け、現在準備しているとこ

ろであります。  

つきましては、設置の申請にあたり、お忙しいところ誠に申し訳ありませんが、別 紙「ア

ンケート」にご協力くださるようよろしくお願いします。   
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大学院進学需要に関するアンケート調査①-B （本学卒業生へのアンケート）  

. 

1. 性別について     ① 男    ② 女  

2. 資格について     ① 理学療法士    ② 作業療法士  ③言語聴覚士 

3. 経験年数について           ① 4 年未満    ② 4 年以上～10 年以内    ③ 10 年以上

4. 本学卒業後に、さらに大学院などに進学しましたか  ①はい  ②いいえ 

 

5.社会人を対象とする大学院（修士課程・大学は問わず）への進学希望はありますか？ ① 

ぜひ進学したい    ② 機会があれば進学したい ③ 必要を感じた場合には進学したい ④ 

夜間や土日など仕事と勉学が両立できれば進学したい ⑤ 進学は考えていない  

 

6.設問 5 で①～④を選んだ方への質問です。下記より理由を選んでください。    

① 研究に取り組み、専門性を深めたいから   ② 高度専門職業人として知識・技術を身に

つけたいから   ③ 研究機関などでの研究職に就きたいから   ④ 大学等の教員になりた

いから   ⑤ 就職に有利になるから   ⑥ 学位（修士号）が欲しいから   ⑦ 周りに勧めら

れたから   ⑧ その他  

 

7.大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可）    

① 研究・指導内容    ② 学費      ③ 奨学金制度    ④ 資格   ⑤ 施設・環境      

⑥ 通学等の利便性           ⑦ その他（                           ）  

 

8.大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設

されるとしたら、興味・関心は ありますか？ ① 大いにある    ② ある    ③ ない  

 

9.設問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。               

① ぜひ進学したい  ② 進学したい  ③ 進学は考えていない  

 

10.その他、自由に記載してください。  

                                          

                                          

                                          

                                          

                                          

                                         

以上です。ご協力ありがとうございました。 
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大学院アンケート①-C 集計結果 

対象者 
2019 年度在学生（1～3 年生） 

（理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻） 

調査期間 
2020 年 2 月～3 月（新型コロナウイルスの影響により、言語聴覚学専攻につ

いては、2021 年 10 月～11 月に実施） 

調査方法 学生に配布・回収 

回答者数 276 名（332 名に配布）回収率 83.1％ 

【アンケート結果】 

１．性別 

■ ① 男  176 63.8% 

■ ② 女    100 36.2% 

計 276  

 

 

２．学年について 

■ ① 1 年 74 26.8% 

■ ② 2 年 95 34.4% 

■ ③ 3 年 107 38.8% 

計 276  

 

 

70.0%

30.0%

27.8%

32.5%

39.7%

【資料４】 
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３．専攻について 

■ ① 理学 136 49.3% 

■ ② 作業 101 36.6% 

■ ③ 言語 39 14.1% 

計 276  
 

 

 

 

 

４．設問 3 で①～④を選んだ方への質問です。下記より理由を選んでください。 

■ ① 就職を希望する 267 96.7% 

■ ② 大学院進学を希望する 4 1.4% 

■ ③ その他 5 1.8% 

計 276  

 

 

 

  

57.8%

42.2%

0.0%

96.2%

1.7% 2.1%
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５．設問 4 で「就職を希望する」を選んだ方への質問です。 将来、社会人を対象とした大学院への進学希

望はありますか？ 

■ ① ぜひ進学したい 5 1.9% 

■ ② 機会があれば進学した

い 
35 13.1% 

■ ③ 社会に出て必要を感じ

た場合には進学したい 
89 33.3% 

■ ④ 夜間や土日など仕事と

勉学が両立できれば進

学を考える 

11 4.1% 

■ ⑤ 進学は考えていない 119 44.6% 

■ 未回答 8 3.0% 

計 267  

 

 

 

６．設問 4 で「大学院を希望する」を選んだ方への質問です。 下記より理由を選んでください（複数回答

可）。 

■ ① 研究に取り組み、専門性を深め

たいから 
2 

■ ② 高度専門職業人として知識・技

術を身につけたいから 
2 

■ ③ 研究機関などでの研究職に就き

たいから 
0 

■ ④ 大学等の教員になりたいから 0 

■ ⑤ 就職に有利になるから 1 

■ ⑥ 学部卒業後に就きたいと思う職

業が明確でないから 
0 

■ ⑦ 学位（修士号）が欲しいから 2 

■ ⑧ 周りに勧められたから 0 

■ ⑨ その他 0 

計 7 
 

 

 

 

1.3%

14.5%

32.5%

3.1%

46.1%

2.6%

2

1

2

2

0 0.5 1 1.5 2 2.5
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７．大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可） 

■ ① 研究・指導内容 109 

■ ② 学費 167 

■ ③ 奨学金制度 59 

■ ④ 資格 81 

■ ⑤ 施設・環境 79 

■ ⑥ 通学等の利便性 67 

■ ⑦ その他 0 

計 562 
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47

131

83

0 50 100 150
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８-a．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある 18 6.5% 

■ ② ある 111 40.2% 

■ ③ ない 145 52.5% 

■ 未回答 2 0.7% 

計 276  

 

 
 

 

 

９-a．設問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。 

■ ① ぜひ進学したい 6 4.7% 

■ ② 進学したい 38 29.5% 

■ ③ 進学は考えていない 81 62.8% 

■ 未回答 4 3.1% 

計 129  

 

 
 

 

 

 

  

5.9%

40.5%
52.7%

0.8%

4.5%

30.0%

62.7%

2.7%

学生確保資料－25



 

【進学希望者（設問 4 で②と回答した者及び設問 5 で①～④と回答した者）のみ抽出】 

８-b．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある 10 7.1% 

■ ② ある 79 56.4% 

■ ③ ない 51 36.4% 

計 140  

 

 

 

 

９-b．設問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。 

■ ① ぜひ進学したい 2 2.2% 

■ ② 進学したい 29 32.6% 

■ ③ 進学は考えていない 55 61.8% 

■ 未回答 3 3.4% 

計 89  

 

 

 

  

6.7%

57.5%

35.8%

3.9%

33.8%

59.7%

2.6%
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１０．その他、自由に記載してください。 

・イメージがつかない。 

・大学院については私自身もメリットなどについて認知が浅いので大学院進学の需要、情報などについて知る機会が

あったら考えられると思います。 

・大学院を作るお金があるなら、まず大学のバスの本数を増やすのが優先では？ 

・バスの本数を増やしてほしいです。 

・大学院は作らない方がいいと思います。 

・学費が心配だから。 
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令和元年 8 月 1 日  

  

大阪河﨑リハビリテーション大学在学生 各位   

  

                         大阪河﨑リハビリテーション大学                            

学長 亀井一郎 

大学院設置準備委員会委員長 

武田雅俊 

  

大阪河﨑リハビリテーション大学大学院研究科認知リハビリテーション科学専攻設置

に向けてのアンケートについて（ご依頼）  

  

 本学では、理学療法、作業療法、及び、言語聴覚療法に関するより高度な専門職業人を

養成するため、医療保健学部の理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻を基礎と

した大学院研究科認知リハビリテーション科学専攻の設置に向け、現在準備しているとこ

ろであります。  

つきましては、設置の申請にあたり、別紙「アンケート」にご協力くださるようよろしく

お願いします。  
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大学院進学需要に関するアンケート調査①-C （在学生へのアンケート）  

  

1. 性別について      ① 男    ② 女  

2. 本学在学時の専攻について      ① 理学   ② 作業   ③ 言語 

3. 本学卒業後の進路についての質問です。  

① 就職を希望する   ② 大学院進学を希望する   ③ その他  

  

4. 設問 3 で「就職を希望する」を選んだ方への質問です。 将来、社会人を対象とした大

学院への進学希望はありますか？  

① ぜひ進学したい     ② 機会があれば進学したい   ③ 社会に出て必要を感じた場

合には進学したい   ④ 夜間や土日など仕事と勉学を両立できれば進学を考える  

⑤ 進学は考えていない  

 

5. 設問 3 で「大学院を希望する」を選んだ方への質問です。 下記より理由を選んでくだ

さい（複数回答可）。                                 

① 研究に取り組み、専門性を深めたいから   ② 高度専門職業人として知識・技術を身

につけたいから    ③ 研究機関などでの研究職に就きたいから   ④ 大学等の教員にな

りたいから   ⑤ 就職に有利になるから   ⑥ 学部卒業後に就きたいと思う職業が明確で

ないから   ⑦ 学位（修士号）が欲しいから   ⑧ 周りに勧められたから   ⑨ その他  

  

6. 大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可）    

① 研究・指導内容    ② 学費      ③ 奨学金制度    ④ 資格   ⑤ 施設・環境      

⑥ 通学等の利便性           ⑦ その他（                           ）  

  

7. 大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開

設されるとしたら、興味・関心は ありますか？ ① 大いにある    ② ある    ③ ない  

  

8. 設問 7 で①および②を選ばれた方への質問です。               

① ぜひ進学したい  ② 進学したい  ③ 進学は考えていない  

  

9. その他、自由に記載してください。                                                                          

                                         

                                         

                                         

                                         

以上です。ご協力ありがとうございました。 

学生確保資料－29



1 

大学院アンケート CⅡ 集計結果 

対象者 
2021 年度在学生（1～4 年生） 

（理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻） 

調査期間 2021 年 6 月 

調査方法 Web アンケート（Microsoft Forms を利用） 

回答者数 287 名（対象者 416 名）回収率 69.0％ 

【アンケート結果】 

１．性別 

■ ① 男 187 65.2% 

■ ② 女 100 34.8% 

計 287 

２．学年について 

■ ① 1 年 103 35.9% 

■ ② 2 年 58 20.2% 

■ ③ 3 年 87 30.3% 

■ ③ ４年 39 13.6% 

計 287 

65.2%

34.8%

35.9%

20.2%

30.3%

13.6%

【資料４-１】
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３．専攻について 

■ ① 理学 172 59.9% 

■ ② 作業 71 24.7% 

■ ③ 言語 44 15.3% 

計 287  
 

 
 

 

 

４．設問 3 で①～④を選んだ方への質問です。下記より理由を選んでください。 

■ ① 就職を希望する 274 95.5% 

■ ② 大学院進学を希望する 1 0.3% 

■ ③ その他 12 4.2% 

計 287  

 

 

 

  

59.9%
24.7%

15.3%

95.5%

0.3% 4.2%
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５．設問 4 で「就職を希望する」を選んだ方への質問です。 将来、社会人を対象とした大学院への進学希

望はありますか？ 

■ ① ぜひ進学したい 6 2.2% 

■ ② 機会があれば進学した

い 
21 7.7% 

■ ③ 社会に出て必要を感じ

た場合には進学したい 
78 28.5% 

■ ④ 夜間や土日など仕事と

勉学が両立できれば進

学を考える 

9 3.3% 

■ ⑤ 進学は考えていない 160 58.4% 

計 274  

 

 

 

 

６．設問 4 で「大学院を希望する」を選んだ方への質問です。 下記より理由を選んでください（複数回答

可）。 

■ ① 研究に取り組み、専門性を深め

たいから 
0 

■ ② 高度専門職業人として知識・技

術を身につけたいから 
0 

■ ③ 研究機関などでの研究職に就き

たいから 
0 

■ ④ 大学等の教員になりたいから 0 

■ ⑤ 就職に有利になるから 0 

■ ⑥ 学部卒業後に就きたいと思う職

業が明確でないから 
0 

■ ⑦ 学位（修士号）が欲しいから 1 

■ ⑧ 周りに勧められたから 0 

■ ⑨ その他 0 

計 1 
 

 

 

 

 

2.2%

7.7%

28.5%

3.3%

58.4%
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７．大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可） 

■ ① 研究・指導内容 135 

■ ② 学費 198 

■ ③ 奨学金制度 64 

■ ④ 資格 136 

■ ⑤ 施設・環境 94 

■ ⑥ 通学等の利便性 50 

■ ⑦ その他 7 

計 684 

 

 

 

 

８．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとした

ら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある 9 3.1% 

■ ② ある 99 34.5% 

■ ③ ない 179 62.4% 

■ 未回答 0 0.0% 

計 287  
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９．設問 8 で①および②を選ばれた方への質問です。 

■ ① ぜひ進学したい 4 3.7% 

■ ② 進学したい 25 23.1% 

■ ③ 進学は考えていない 79 73.1% 

計 108  

 

 

 

 

  

3.7%

23.1%

73.1%

学生確保資料－34



6 

１０．その他、自由に記載してください。 

 

・大学院は考えていないです！ 就職に⾏こうと思ってます。 

・通学時間が⻑い。 

・実家からとなると遠いから。 

・奨学金があるので就職希望です 

・就職はしたいです 

・勉強がついて⾏けないと感じた 

・大学院で学べる範囲がどのようなものなのかが気になります 

・大学院について考えてみようと思った 

・今は就職を考えていますが、今後 4 年間を経て学びたいと思えば進学を視野にいれたいと思います。 

・機会が有れば進学してみたいです 

・大学院について知れました 

・大学院に⾏くメリットはありますか？ 

・大学がんばります。 

・⾏く気ないです 

・ありがとうございました。 

・大学院って何するですか。お金もらえますか。 

・まだよく分からないからです 

・よろしくお願いします 

・大学院と大学の違いを簡潔に知りたい 

・大学院に進学したら大変そう 

・大学院ではどのようなことを⾏われるのですか？ 

・社会に出て必要と感じれば進学したい感じです。 

・留学について気になった 

・正直あまり大学院がどおゆうものか分からない。 

・大学院についていまいち理解ができていない。 

・大学院ができたら話だけでも聞きたいです 

・大学院に進学するにあたり奨学金制度を利⽤できるか知りたいです 

・お金に余裕がない為奨学金を借りている。 これ以上お金はかけていられない 

・まだ大学院について考えれていません。 

・学費を払うことが難しく、大学院でどのようなことを⾏うのか具体的にわからないので大学院への進学は考えてい

ません。 

・大学院について、そもそもあまり理解できていない。 

・正直、大学院に全く興味がないです。 ⾃分達へのプラスになることが無さすぎます 

・就職したいです 

・がんばります 

・就職活動の説明会などは興味があります。 

・大学院について調べておきます 

・卒業できるように頑張ります 

・大学院ではどのような勉強をするのか知りたい 

・まだ、⼀階⽣なので大学院の事はこれから考えようと思っています。 

・大学院が設立されるのは凄いことだと思う。 

・頑張ります 

・まだあんまり将来のことについて想像できていないです。 

・授業がわからない。 

・私は大学院は反対です。 

・よろしくお願いします 

・大学院への進学をあまり考えていないため 
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・今のところ大学院への進学については未定です。 

・金銭⾯の問題から反対します 

・就職しか考えていないです。 

・まだ、分からないことが多いから 

・現時点では特に療法士の資格以外に就職する上で他の資格の必要性を考えていないので時間や学費、資格等を考慮

しながら⾃身のスキルアップ等の⽬的で必要に応じて検討したい。 

・大学院ができたら、⾊々なことができるし、もっと深く研究とかできると思うのでいいなと思います。 

・学⽣でまだ現場に多く携わっていないので、まだ特に大学院への進学の必要性を感じれないため、現状は進学の意

思はないです 

・就職を希望しているので考えたことはないです。 

・勉強頑張ります 

・主に近場での就職を考えています。 

・興味が無いから 

・金銭的にこれ以上は迷惑をかけれない 

・進学は考えていないです。 

・まずは就職を考えてます 

・機会があれば⾏きたいと思います。 

・頑張ってください。 

・私は反対したいと思います。 

・少しだけ興味があります。 

・私は、作業療法を第⼀として考えているので気にはなりますが、進学しようとは考えていません。 

・まだ大学院に⾏きたいと思っていないからです。 

・就職を考えているので大学院は考えていません。 

・興味ないです 

・大学院がなにかよく分からないです 

・就職するので考えていません。 

・頑張ります 

・社会に出て、必要だと感じた研究を集中して⾏えたらいいなと思います。 

・興味が無いです 

・お金をもっと別の使い⽅に回してください 

・大学院は具体的に何をするんですか 

・まだ将来は分からないです 

・就職⼀択 

・学費は重要になると思います。 

・学費のことが 1 番気になります 

・今のところ特に大学院への進学は考えていません。 

・大学院に興味はあります。 

・今すぐ進学は考えていませんが興味はあります。 

・院に興味はありますが、現在お借りしている奨学金の返済の⽬途が立たなければ厳しい状況です。 
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大阪河﨑リハビリテーション大学大学
院設置計画に関するアンケート調査
　本学では、現在のリハビリテーション学部の教育内容を深化させた新たな大学院リハビリテー
ション学研究科（修士課程）の設置計画を進めております。
このアンケート調査は、在学生の皆様の大学院への進学希望についてお聞きし、大学院設置の
ための基礎資料とするものです。結果は、統計的に処理され、大学院設置申請資料としてのみ用
いるものとし、個人にご迷惑をおかけすることは一切ございません。何卒、ご協力を宜しくお願
い致します。 


大 学 院 設 置 計 画


１．名 称 大阪河﨑リハビリテーション大学大学院リハビリテーション学研究科

２．開 設 時 期 令和4(2022)年４月

３．修 業 年 限 ２年

４．専 攻 リハビリテーション学専攻

５．定 員 入学定員8名／収容定員16名

６．授与する学位 修士（リハビリテーション学）

７．所在地　大阪府貝塚市水間158

８．修 了 要 件 ２年以上在学し、３２単位以上を修得し、修士論文審査に合格すること。

９．学 費 入学検定料：３万円

 入学金：３０万円

 授業料：授業料 年６０万円、教育充実費　年１４万５千円

１０．応募条件 大学を卒業した者等

１１．設置の理念
リハビリテーション専門職は、リハビリテーションチームのキーパーソンとなり、患者および
対象者の潜在能力を最大限に引き出し、機能回復や生活機能改善を図るための高度な臨床能力
と、多職種専門家との連携調整能力が求められ、同時に患者や家族のニーズの多様性に柔軟に対
応する卓越したコミュニケーション能力が求められるようになり、さらに地域住民への介入によ
る疾患予防が求められるようになっている。このような状況を踏まえて、本学にリハビリテーシ
ョン学研究科を設置して、地域のリーダーとして活躍できるリハビリテーション専門職を養成す
る。
１２．養成する人物像
リハビリテーション学分野における高度医療専門職として、予防リハビリテーションと地域リ
ハビリテーションの発展に寄与することができる。
リハビリテーション学分野における幅広い学識と倫理観を有し、地域もしくは臨床の場で、チー
ムリーダーとしての役割を果たすことができる。
教育・研究者として、修得した専門能力と研究能力を教育研究に活かし、リハビリテーション学
の発展に寄与することができる。
１３．有職者に対する特別な配慮
・本学研究科では、有職のため、昼間だけでは学修が困難と予測される学生のために、大学院設
置基準第 14 条の規定を適用して、平日のⅥ～Ⅶ時限（18：00～19：30）と土曜日Ⅰ～Ⅴ時限
（09：00～17：50）の授業も行います。
　　・修業年限は 2 年のところ、有職者等には 3 年間で修了する⻑期履修制度を採⽤します。納付⾦
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についても、2 年間分を 3 年間で納める制度を考えています。

・学部の経済支援制度に準じた制度を 大学院にも適用し、学費面での就学支援を積極的に行う予
定です。また、本研究科の大学院生の経済的支援のために、本学と密接な協力関係にある医療グ
ループの「河﨑グループ奨学資金制度」を実施する予定です。

［参考］大阪府下の同分野の大学院・研究科の名称
・大阪府立大学大学院　総合リハビリテーション学研究科
・大阪電気通信大学大学院　医療福祉工学研究科
・関西医療大学大学院　保健医療学研究科
・森ノ宮医療大学大学院　保健医療学研究科
・大阪保健医療大学大学院　保健医療学研究科

１４．アンケート調査期間
令和３年６月７日（月）～１３日（日）

* 必須

性別について *1.

男

女

学年について *2.

4年

3年

2年

1年

専攻について *3.

理学

作業

言語
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本学卒業後の進路についての質問です。 *4.

就職を希望する

大学院進学を希望する

その他

設問 4で「就職を希望する」を選んだ方への質問です。 将来、社会人を対象とした
大学院への進学希望はありますか？ * 

5.

ぜひ進学したい

機会があれば進学したい

社会に出て必要を感じた場合には進学したい

夜間や土日など仕事と勉学を両立できれば進学を考える

進学は考えていない

設問 4で「大学院を希望する」を選んだ方への質問です。 下記より理由を選んでく
ださい（複数回答可）。 * 

6.

研究に取り組み、専門性を深めたいから

高度専門職業人として知識・技術を身につけたいから

研究機関などでの研究職に就きたいから

大学等の教員になりたいから

就職に有利になるから

学部卒業後に就きたいと思う職業が明確でないから

学位（修士号）が欲しいから

周りに勧められたから

その他
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大学院に進学する場合、重視することは何ですか？（複数回答可） *7.

研究・指導内容

学費

奨学金制度

資格

施設・環境

通学等の利便性

その他

大阪河﨑リハビリテーション大学大学院リハビリテーション研究科リハビリテーシ
ョン学専攻（修士）が開設されるとしたら、興味・関心は ありますか？ * 

8.

大いにある

ある

ない

前の質問において興味・関心が「大いにある」、「ある」を選ばれた方への質問で
す。 * 

9.

ぜひ進学したい

進学したい

進学は考えていない
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このコンテンツは Microsoft によって作成または承認されたものではありません。送信したデータはフォームの所有者に送信されます。

Microsoft Forms

その他、自由に記載してください。 *10.
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大阪河﨑リハビリテーション大学の経済支援制度一覧 
 

 

大学ホームページの内容を抜粋 

(https://www.kawasakigakuen.ac.jp/admissions/scholarship.html) 

奨学金・特別奨学金  

本学独自の特別奨学金制度 

本学の特別奨学金制度は、成績優秀者の勉学を奨励するため、 

授業料を免除または、特別奨学金を給付する制度で、卒業後返済の必要はありません。 

免除特待生選抜 

詳しくは以下をご確認ください。 

 

給付特待生（在学生対象） 

内容 各学年における学業成績が優秀でかつ、素行が他の模範となる学生に対し給付。 

対象学年 在学生（2年次～4年次） 

対象人員 各学年 3名程度 

金額 1年分の授業料の 1/2以内を給付 

【資料５】 
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給付指定校奨学金制度 A（新入生対象） 

対象者 
本学が指定する高等学校から学校推薦型選抜（指定校制）で受験し入学した者に

対し給付。 

金額 28万円を給付（入学金相当） 

対象人員 対象者全員 

備考 
特待生選抜（一般選抜 前期・中期、一般選抜共通テスト利用型 前期 対象）との

併用が可能です。 

給付指定校奨学金制度 B（新入生対象） 

対象者 
本学が指定する高等学校から、所定の条件を満たし入学した者に対し給付。 

詳細は、各高等学校の進路指導部にお問い合わせください。 

金額 14万円を給付（入学金相当額の 1/2） 

対象人員 対象者全員 

備考 
特待生選抜（一般選抜 前期・中期、一般選抜共通テスト利用型 前期 対象）との

併用が可能です。 

給付経済支援特別奨学金制度 

内容 

学業などが優秀でありながら、経済的理由により修学困難な学生に奨学援助とし

て、 

年額 20万円を 10名程度に給付する制度で、卒業後返済の必要はありません。 

対象学年 全学年 
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対象人員 10名程度 

金額 年額 20万円を給付 

授与河﨑賞 

内容 
在学中において学業が優秀でかつ素行が他の模範となった学生に対し、 

卒業時に河﨑賞（1名～3名程度、総額 100万円以内の給付）が授与されます。 

対象学年 最終学年 

対象人員 1～3名程度 

金額 給付額の合計を 100万円以内 

給付河﨑学園ファミリー奨学金（新入生対象） 

内容 

学校法人河﨑学園の卒業生・在校生の親族や河﨑グループの教員・職員の親族を

対象にした奨学金制度です。 

入学金相当の 28万円を給付する制度で、卒業後返済の必要はありません。 

対象者 

• 河﨑グループ(※1)の教員及び職員の親族（3親等以内） 

• 学校法人河﨑学園の在学生の親族（3親等以内） 

• 学校法人河﨑学園の卒業生(※2)の親族（3親等以内） 

金額 28万円を給付（入学金相当） 

備考 
特待生選抜（一般選抜 前期・中期、一般選抜共通テスト利用型 前期 対象）との

併用が可能です。 

※1 学校法人河﨑学園・医療法人河﨑会・社会福祉法人建仁会・社会医療法人慈薫会・社会福祉法人慈生

会 

※2 大阪河﨑リハビリテーション大学・河﨑医療技術専門学校 
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病院奨学金  

関連病院からの支援制度 

本学学生（在学生及び本学を受験し、合格後入学した者）を対象に、 本学関連施設である水間

病院および河崎病院が独自に金額や条件等を定め、病院独自の選考基準に基づき貸与する奨学金

です。 

奨学金を希望する場合は、各病院にお問い合わせ下さい。 

病院名 連絡先 

医療法人河﨑会 水間病院 072-446-1102 

社会医療法人慈薫会 河崎病院 072-446-1105 
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学校法人河崎学園

理事長 河崎 建人 様

公益社団法人 日

理学療法士教育における大学院修士課程の設置について

日理協20第311号

2020年 12月18日

わが国における理学療法士養成教育は、 1960年代後半から専門学校にて行われ、 この時

期に日本学術会議から政府に対し、 理学療法士教育を大学 4 年制とし大学院を附置すべき

との意見書が出された。その後、1979年から金沢大学へ短期大学部が加わり、1992年には

広島大学に初めての 4年制大学が設立された。 現在、 全養成校 274校のうち 4年制大学は

126校あり、 そのうち大学院併設校59校（修士課程のみ 22校、博士課程3 7校）となって

いる。

理学療法士養成教育が高学歴化した背景には、 リハビリテ ー ション医療の急速な高度化，

多様化に対応できる豊かな知識、 研究心と応用力を持った人材育成の必要性があったもの

と考えられる。そして、このような高い教育を受けた理学療法士の並々ならぬ努力や研究が、

理学療法の発展に大きく貢献してきた。

今後ますます発展し高度化していくと予想されるリハビリテ ー ション医療に幅広く対応

するには、さらに高い専門知識と実践力を兼ね備えた理学療法士の確保が不可欠である。そ

のためには、現在の 4 年制大学の教育に加えて、大学院修士課程、博士課程において高度な

学術的基盤を修得し、 豊かな人間性と次世代を担うことができる研究能力を備えた将来の

教育者、 研究者、 指導者を育成していかなければならない。

しかしながら、 前述のとおり、 現在大学院を設置している理学療法士養成 4 年制大学は

59校のみである。 向学心を持った社会人の入学者、 入学希望者が年々増加している傾向を

考えると、理学療法士教育を行う大学院はまだまだ不足しており、私立大学にその設置を特

に期待するものである。

本会としては、修士あるいは博士の学位を持つ現学療法士が数多く輩出され、将来の理学

療法を先導し、国民保健への役割を果たさなければならないと考えている。よって大阪河崎

リハビリテ ー ション大学に修士課程を設置することを強く要望するものである。

以上

【資料６】
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学校法人 河崎学園

理事長 河 崎 建 人 殿

大阪河崎リハビリテ ー ション大学

学 長 武 田 雅 俊 殿

日作協発第187号

2021年1月15日

一般社団法人 日本作業療法士協

会 長 中 村 春

大学院リハビリテ ー ション研究科（修士課程）の設置について（意見）

高度な専門教育と学術研究は、 国家資格たる作業療法士が真に国民の健康と福祉に資する者であり続

けるために必須の要件である。 一般社団法人日本作業療法士協会はこのことを定款の中核に掲げ、1966

年の設立以来半世紀以上に亘って、 作業療法の学術の発展、 作業療法士の技能の向上を促進する活動を

展開してきた。

この間、 本会は、 1972年に作業療法士の四年制大学教育を国に要請したことを皮切りに、 1977年の

日本学術会議の勧告（リハビリテ ー ションに関する教育・研究体制等について）を追い風にして、 1979

年、 1986年、 1990年と継続して四年制大学と大学院課程による高度な専門教育と研究体制の必要性を

訴え続けた。 かかる要望活動が実って1992年に初の四年制大学、 1996年には初の大学院が開設され、

求めていた基盤整備が漸く緒に就いたものの、 四半世紀を経た今日においても四年制大学は 91大学、

大学院を置く大学は51大学であり、 修士 780名、 博士 423名を数えるに過ぎない (2019年度現在）。

10万人になる作業療法士の学術的基盤を支える教育者・研究者を充足させるには程遠い状況である。

他方、 本会は作業療法士の資格取得後の継続的な学術技能の研鑽を期するため、 1998 年に生涯教育

制度を創設。その後も制度改定を重ねながら、認定作業療法士制度(2004年）、専門作業療法士制度(2009

年）を構築してきた。 特に専門作業療法士制度は高度且つ専門的な作業療法実践能力を有する者を認定

する制度であり、 その発展・拡充のためには大学院との連携・相互協力は欠かすことができない。 専門

作業療法士が様々な分野に及んでいるように、 大学院にも特色ある多様な修士課程、 博士課程が設置さ

れることが望ましく、 今後のさらなる展開が期待されるところである。

以上のことから本会は、 貴学に大学院リハビリテ ー ション科が設置されることを強く期待するもので

ある。 とりわけ認知症のリハビリテ ー ションの発展については本会の取り組みと一致するところであり、

貴学大学院が認知リハビリテ ー ションの学術研究に寄与し、 根拠に基づく作業療法実践を支える拠点と

なって、 有能な作業療法指導者を数多く世に送り出されることを切に願っている。

【資料７】
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学校法人 河崎学園

理事長 河崎健人 殿

大阪河崎リハビリテー ション大学

学 長 武田雅俊 殿

日言協02-31号

令和3年1月21日

|l十l叩
一般社団法人日本言

会長

大阪河崎リハビリテー ション大学

大学院リハビリテー ション研究科（修士課程）設置に係る意見書

平素より本協会の事業にご協力をいただき感謝申し上げます。

IIUII居i芭
---• 

~ 

さて、この度貴大学において大学院リハビリテ ー ション研究科（修士課程）の設置を計画

されておられますことに賛意を表明いたします。

現在、 少子高齢社会を迎え、 リハビリテー ション専門職（言語聴覚士、 理学療法士、 作業

療法士）が果たすべき役割は大きなものとなっております。特に、認知症や認知機能の低下

がみられる高齢者の急増に対する対応は国民的課題であり、 その予防、 評価、 指導、 環境整

備などに取り組む専門職の育成と専門性の向上は喫緊の課題であります。また、言語聴覚士

の領域では従来の脳卒中後遺症のコミュニケ ー ション障害だけでなく、 急増する加齢性難

聴と高齢者の摂食喋下障害に対する取り組みを強めているところです。 これらの分野にお

ける学術研究活動の進展は、 広く国民の健康と福祉に寄与するものと考えます。

言語聴覚士の養成校は74校80 課程、大学4年生課程は26校であり、そのうち大学院を

設置しているのは、 15校と、 高度な専門性を学修する教育施設は非常に少ないのが現状で

す。貴大学において大学院リハビリテー ション研究科（修士課程）を設置されますことは、

誠に時宜を得たものであると考えています。本協会と致しましても、言語聴覚士の専門性を

向上させることにつながる貴校の大学院研究科の設置計画の実現を切に願っております。

末尾となりましたが、 貴校のますますの発展を祈念いたします。

【資料８】
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大学院進学需要に関するアンケート調査（施設長向けアンケート） 集計結果 

2020 年 4 月 

対象者 
2014-2019 年度臨床実習派遣先 施設長 

（若しくはリハビリテーション科責任者） 

調査期間 2019 年 10 月～2020 年 3 月 

調査方法 郵送によるアンケート送付 

回答者数 139 施設（246 施設に郵送）回収率 56.5％ 

【アンケート結果】 

１．貴施設はどれに該当しますか？ 

■ ① 医療施設 117 84.2% 

■ ② 介護福祉施設 15 10.8% 

■ ③ 養成校 0 0.0% 

■ ④ その他 7 5.0% 

■ 未回答 0 0.0% 

計 139 

その他の内訳 

老健 1 

支援学校 1 

社会福祉法人 1 

保健福祉センター 1 

児童発達支援 1 

医療型児童発達支援センター（診療所併設） 1 

未回答 1 

84.2%

10.8%

0.0%
5.0% 0.0%

【資料９】
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２．貴施設には理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が就労していますか？ 

■ ① 就労している     138 99.3% 

■ ② 就労していない     1 0.7% 

■ 未回答 0 0.0% 

計 139  

 

 

 

①の場合、それぞれ何人が就労していますか？（総数） 

 理学療法士 2,211 人 

 作業療法士 1,077 人 

 言語聴覚士 461 人 

 

 

３．就労している療法士の知識やスキル不足に対する再教育の必要を感じていますか？ 

■ ① 大いに感じている 25 18.0% 

■ ② 感じている      95 68.3% 

■ ③ 感じていない 14 10.1% 

■ 未回答 5 3.6% 

計 139  

 

 

 

 

 

 

99.3%

0.7% 0.0%

18.0%

68.3%

10.1%

3.6%
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４．今後、修士号の学位を有する療法士の職員を採用する考えがありますか？ 

■ ① ある 42 30.2% 

■ ② ない      17 12.2% 

■ ③ 未定 79 56.8% 

■ 未回答 1 0.7% 

計 139  

 

 

 

５．貴施設の療法士で大学院進学を希望している職員はいますか？ 

■ ① 希望者がいる   40 28.8% 

■ ② 希望者がいない        34 24.5% 

■ ③ わからない 62 44.6% 

■ 未回答 3 2.2% 

計 139  

 

 

 

30.2%

12.2%

56.8%

0.7%

28.8%

24.5%

44.6%

2.2%
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６．貴施設が大学院終了者に期待するものは何ですか？（複数回答可） 

その他の内訳 

 総合的な人間力  1 

 研究のリーダー  1 

 研究能力  2 

  研究活動・学会発表 1 

 人に対するやさしさ気づき  1 

 OT の社会的地位の向上  1 

 協調性  1 

 ほかのセラピストへの教育 2 

 現状必要なし 1 

 

７．大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開設されるとし

たら、興味・関心は ありますか？ 

■ ① 大いにある   10 7.２% 

■ ② ある        91 65.5% 

■ ③ ない 37 26.6% 

■ 未回答 1 0.7% 

計 139  

 

 

7.2%

65.5%

26.6%

0.7%

■ ① 業務の正確性、緻

密性、独創性など高

度な専門的知識    

■ ② 高度な専門知識に

基づく療法等の実

践能力   

■ ③ 他職種と連携し、

統合、調整する管理

能力（リーダーとし

ての役割）    

■ ④ その他 
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101

85
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８． 本学大学院認知リハビリテーション科学専攻で学びたい職員が、夜間や土日など勤務に支障を来さ

ない範囲で現職のまま入学したいとの希望があった場合の対応についてお尋ねします。 

■ ① 積極的に許可する   15 10.8% 

■ ② 許可する        42 30.2% 

■ ③ 希望職員によって

は許可する 
12 8.6% 

■ ④ 条件によっては許

可する 
64 46.0% 

■ ⑤ 許可しない 1 0.7% 

■ 未回答 5 3.6% 

計 139  

 

 

 

９．その他、自由に記載して下さい。 

・院、博士はキャリアとみとめています。当院の研究内容と一致する内容の院へ進めています。 

・設問６にある「大学院修了者に期待するもの」に関しては、大学院修了者に関わらず全ての職員に期待するものであると考え

ます 

・人員が充実すれば大学院も考えやすくなると思います。 

・前例がないため希望者が出た際に法人と相談になると考えます。基本は土日祝が休みのため対応はできると思います。  

・専門学校卒業後の大学・大学院への編入学について単位認定に関する基準があれば明記頂くと興味のある職員にはありがたい

です。ご検討よろしくお願いします。 

・私は貴大学前身の専門学校の卒業ですが、母校に大学院が設置されることは大変喜ばしく誇りに思います。一方で、学部生の

入試偏差値と国試合格率の低迷は、今後の母校の存続の為にも早急に対策が必要と考えます。その為にも、大学院の設置の際

には、設置要件を満たす為だけの数合わせの教員を揃えるのではなく、学部から大学院へと目指せるような一体的な教育機関

になることを望みます。また、現教員の先生方には教育者としてだけでなく研究者としての成果を、論文として内外にお示し

いただき、学部生が研究者、教育者としての道を目指したいと思える学部（卒前）教育をぜひお願いいたします。 

・管理部との相談後の対応になります。 

・介護福祉施設と児童発達支援施設も併設。大学院設置は嬉しいです。8 にあったように、現職者が学びやすい時間カリキュラ

ムを組んでいただきたいです。 

・どのような大学院になるのか興味がありますが法人として入学者（希望者）に対しどのような対応が可能かと考えると課題は

多いと考えます。 

・「認知リハビリテーション科学専攻」で具体的にどういった内容のカリキュラムを学習できるのか、今回のご案内だけでは残

念ながら分かりかねます。ﾈｰﾐﾝｸﾞから私が想像するのは、「認知運動療法」「認知行動療法」などです。  

・判断しにくい 

・前例がないので不明 

・貴大学の今後の発展を期待する 

・設問 3 の「再教育の必要性」については感じることもありますが、研修等の機会で補っています 

・当リハセンターにおいて大学院進学希望者は不明ですが、公立みつぎ総合病院リハビリ部全体であれば希望者はあり、通学（県

内の学校）しています 

・貴校までのアクセスが大変なため平日夜間での通学は現実的ではないと感じています 

10.8%

30.2%

8.6%

46.0%

0.7%
3.6%
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大 河 大 第  6  号 

                           令和元年 10 月 8 日  

  

各医療・保健施設長 様  

  

                         大阪河﨑リハビリテーション大学 

                            学長 亀井一郎                                                       

大学院設置準備委員会委員長 

武田雅俊 

 (公印省略) 

 

大阪河﨑リハビリテーション大学大学院研究科認知リハビリテーション科学専攻設置に向

けてのアンケートについて（ご依頼）  

  

謹啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。   

平素より本学の教育活動における実習生の受入、就職活動に格別なご支援ご高配を賜り

厚く御礼申し上げます。   

さて、現代の健康・医療分野の高度な社会システムの構築や産業構造に対して、理学療法、

作業療法、及び、言語聴覚療法に関するより高度な専門職業人を養成するため、本学では医

療保健学部の理学療法学専攻、作業療法学専攻、言語聴覚学専攻を基礎とした大学院研究科

認知リハビリテーション科学専攻の設置に向け、現在準備しているところであります。  

つきましては、大変お忙しいところ誠に申し訳ありませんが、設置の趣旨をご理解いただ

き、別紙「アンケート」にご協力くださるようよろしくお願いいたします。  

なお、「アンケート」については、返信用封筒に入れ、11 月 29 日（金）までにご返送く

ださるよう併せてお願いいたします。  

 

謹白                                              
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大学院進学需要に関するアンケート調査（施設長向けアンケート） 

                         医療等施設名                            

  

1. 貴施設はどれに該当しますか？  

① 医療施設  ② 介護福祉施設   ③ 養成校（大学・専門学校など     ） ④その他

（       ）  

  

2. 貴施設には理学療法士・作業療法士・言語聴覚士が就労していますか？  

① 就労している    ② 就労していない  

①の場合、それぞれ何人が就労していますか？   ㋐理学療法士    人   

㋑作業療法士    人 

㋒言語聴覚士   人 

3. 就労している療法士の知識やスキル不足に対する再教育の必要を感じていますか？  

① 大いに感じている   ② 感じている   ③ 感じていない  

4. 今後、修士号の学位を有する療法士の職員を採用する考えがありますか？  

① ある   ② ない   ③ 未定  

5. 貴施設の療法士で大学院進学を希望している職員はいますか？  

① 希望者がいる   ② 希望者がいない   ③ わからない  

6. 貴施設が大学院終了者に期待するものは何ですか？（複数回答可）  

① 業務の正確性、緻密性、独創性など高度な専門的知識    

② 高度な専門知識に基づく療法等の実践能力    

③ 他職種と連携し、統合、調整する管理能力（リーダーとしての役割）    

④ その他（                          ）  

7. 大阪河﨑リハビリテーション大学大学院認知リハビリテーション科学専攻（修士）が開

設されるとしたら、興味・関心は ありますか？ ① 大いにある    ② ある    ③ ない  

8. 本学大学院認知リハビリテーション科学専攻で学びたい職員が、夜間や土日など勤務に

支障を来さない範囲で現職のまま入学したいとの希望があった場合の対応についてお尋ね

します。    

① 積極的に許可する      ② 許可する     ③ 希望職員によっては許可する     

④ 条件によっては許可する   ⑤ 許可しない  

9. その他、自由に記載して下さい。  

                                                                                   

                                                                                   

                                                                                   

                                                                                   

以上です。ご協力ありがとうございました。 
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